
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日
受
領

答

弁

第

三

〇

一

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
〇
一
号

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
服
部
良
一
君
提
出
使
用
者
の
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
是
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。



衆
議
院
議
員
服
部
良
一
君
提
出
使
用
者
の
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
是
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
使
用
者
に
よ
る
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
中
央
労
働
委
員
会
（
以
下
「
中
労
委
」

と
い
う
。
）
が
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第

二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
確
定
し
た
中
労
委
の
救
済
命
令
等
（
同
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
救
済
命
令
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
地
方
裁
判
所
に
通
知
を
し
た
件
数
は
、

平
成
十
九
年
が
零
件
、
平
成
二
十
年
が
零
件
、
平
成
二
十
一
年
が
一
件
、
平
成
二
十
二
年
が
一
件
、
平
成
二
十
三
年
が
零
件

で
あ
る
。

ま
た
、
中
労
委
が
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委

員
会
規
則
第
一
号
。
以
下
「
労
委
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
確
定
し
た
都
道
府
県

労
働
委
員
会
（
以
下
「
都
道
府
県
労
委
」
と
い
う
。
）
の
救
済
命
令
等
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
都
道
府
県
労
委
か
ら
通
知

を
受
け
た
件
数
は
、
平
成
二
十
一
年
が
四
件
、
平
成
二
十
二
年
が
二
件
、
平
成
二
十
三
年
が
二
件
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
及

び
平
成
二
十
年
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
の
保
存
期
間
が
満
了
し
、
既
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す

一



る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
裁
判
所
の
緊
急
命
令
（
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
の
二
十
）
が
出
さ
れ
て
も
、
使
用
者
が
労
働
委
員
会
命
令

不
履
行
を
続
け
て
い
る
事
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
中
労
委
が
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
労
委
規
則
第

五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
中
労
委
の
救
済
命
令
等
に
係
る
緊
急
命
令
（
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
の
二
十

の
規
定
に
よ
る
緊
急
命
令
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
地
方
裁
判
所
に
通
知
を
し
た
件
数
は
、
平
成

十
九
年
が
零
件
、
平
成
二
十
年
が
二
件
、
平
成
二
十
一
年
が
四
件
、
平
成
二
十
二
年
が
零
件
、
平
成
二
十
三
年
が
零
件
で
あ

る
。ま

た
、
中
労
委
が
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
労
委
規
則
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
使

用
者
が
都
道
府
県
労
委
の
救
済
命
令
等
に
係
る
緊
急
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
都
道
府
県
労
委
か
ら
通
知
を
受
け
た
件

数
は
、
平
成
二
十
一
年
が
零
件
、
平
成
二
十
二
年
が
一
件
、
平
成
二
十
三
年
が
一
件
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
及
び
平
成
二
十

年
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
の
保
存
期
間
が
満
了
し
、
既
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

二



一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
救
済
命
令
が
確
定
判
決
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
場
合
に
、
使
用
者
が
こ
れ
に
違
反
し
て
な
お
履
行
し
な
い
件

数
（
同
法
二
十
八
条
に
よ
る
罰
則
対
象
と
な
る
も
の
）
」
に
つ
い
て
は
、
中
労
委
が
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で

の
間
に
、
労
委
規
則
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
確
定
判
決
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
中
労
委
の
救
済
命
令
等

に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
検
察
官
に
通
知
を
し
た
件
数
は
、
平
成
十
九
年
が
零
件
、
平
成
二
十
年
が
一
件
、
平
成
二
十
一
年

が
一
件
、
平
成
二
十
二
年
が
一
件
、
平
成
二
十
三
年
が
零
件
で
あ
る
。

ま
た
、
中
労
委
が
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
確
定
判

決
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
都
道
府
県
労
委
の
救
済
命
令
等
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
都
道
府
県
労
委
か
ら
通
知
を
受
け
た
件
数

は
、
平
成
二
十
一
年
が
零
件
、
平
成
二
十
二
年
が
零
件
、
平
成
二
十
三
年
が
一
件
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
及
び
平
成
二
十
年

の
件
数
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
の
保
存
期
間
が
満
了
し
、
既
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
係
争
中
で
あ
っ
て
も
、
労
働
委
員
会
命
令
不
履
行
が
法
令
違
反
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

三



と
し
て
は
、
救
済
命
令
等
の
交
付
を
受
け
た
使
用
者
は
、
当
該
救
済
命
令
等
の
確
定
に
至
る
前
に
お
い
て
も
当
該
救
済
命
令

等
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
当
該
救
済
命
令
等
が
確
定
し
な
い
間
は
、
裁
判

所
が
緊
急
命
令
を
発
出
し
た
場
合
を
除
き
、
当
該
使
用
者
は
、
刑
罰
又
は
行
政
罰
に
よ
り
当
該
救
済
命
令
等
の
履
行
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
件
数
は
、
労
働
委
員
会
が
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
間
に
発
出

し
た
救
済
命
令
等
の
件
数
の
合
計
が
七
百
九
十
二
件
で
あ
る
こ
と
に
比
較
す
れ
ば
少
数
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
使
用
者
が
確

定
し
た
救
済
命
令
等
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
労
働
委
員
会
命
令
不
履
行
の
防
止
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
通
知
の
発
出
が

必
要
な
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
従
来
、
労
働
法
一
般
の
周
知
に
努
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
労
働
委
員
会
は
、
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
同
法
第
七
条

の
規
定
に
違
反
し
た
旨
の
申
立
て
を
受
け
た
と
き
は
、
調
査
及
び
審
問
を
行
い
、
認
定
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
救
済
命
令
等

を
発
出
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
委
員
会
は
、
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一

四



号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
規
定
す
る
権
限
を
独
立
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
不
当
労
働
行

為
審
査
制
度
を
所
管
す
る
同
省
は
、
労
働
委
員
会
が
独
立
し
た
権
限
に
よ
り
発
出
し
た
個
別
の
不
当
労
働
行
為
事
件
に
係
る

救
済
命
令
等
の
履
行
に
関
し
、
使
用
者
に
行
政
指
導
す
る
立
場
に
な
い
。

三
に
つ
い
て

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
は
、
そ
の
要
件
に
該

当
し
、
医
療
を
受
け
る
者
の
利
益
の
保
護
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
図
る
観
点
か

ら
必
要
な
場
合
に
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
医
療
法
人
が
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
等
に
従
わ
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ

て
、
直
ち
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

医
療
法
人
南
労
会
に
つ
い
て
は
、
医
療
を
受
け
る
者
の
利
益
の
保
護
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る

体
制
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
厚
生
労
働
省
近
畿
厚
生
局
に
お
い
て
、
同
会
の
業
務
及
び
会
計
の
状
況
を
聴
取
し
、
医
療

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
適
切
な
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

五



医
療
法
人
南
労
会
に
つ
い
て
は
、
医
療
を
受
け
る
者
の
利
益
の
保
護
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る

体
制
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
厚
生
労
働
省
近
畿
厚
生
局
に
お
い
て
、
医
療
法
第
六
十
三
条
又
は
第
六
十
四
条
の
規
定
に

よ
る
措
置
が
必
要
か
ど
う
か
、
引
き
続
き
、
同
会
の
業
務
及
び
会
計
の
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

六


